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マをかかえこむことを一つの目標としていますo くだらぬ計画が 1000あっ

てもよいoその中ゐ ェっでも意外な結果を示せば充分という考え方です｡

申しお くれましたO我々グループのフォ-マルな研究課題はも義気及び磁気

共鳴 "ですo少し雑然としているのではないかと言われるかもしれません｡

その通 りなのですがある時期まで雑然さのままで進んで行きたいと思っていま

す｡
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当研究グJi,-プは昭和 37年頃か らポッポッ形成されかけたのですが.当初

iま人員 ,設備も揃わず.設営には専ら大塚と永田が川村 (当時物性研)､と相

談しつつ当りまALた0-38年度には邑瀬が加わり.この頃には半導体のサイク

ロ トロン共鳴の実験かそろそろ出右横になっていましたO今年私 学部学生実

験の面倒をみる研稀の石田が.義啓に支障を来たさぬ範囲で当グループの研究

に参加する事になり､Ha11係数の測定その他の基礎実験の恵固め-も由来漸く

小さいながらも研究グループの形を保ち得る串うになりましたが. 40年度に

は東に川村が物性研より着任∴東北大壷研よ▲り高野を加えて..研究グループと

しては大 きく強権されました｡現在D.C.学生として留っていぬは永田一人で

すが.一研究グループとしての将来性も極めて明るくなったので.今後次第に人

数を殖やしてゆく計画ですO尚現在姐.C.学生をよ三名お りますO

次に研究内容ですが.38年ま頃から大塚が中心となつで行ってきたサイク

ロトロン共鳴の~実験は･同期街中.物如 拙僻 研究室で行われてきた一連の研

究と互いに相掃うものでこ稀にはca･riiliotする絵異が出た りして. お互いに
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首をかしげる事もありましたが.繋密な研究連絡に努めて来ました｡ 物性研側

の業顔は虎に各誌に掲載され.勧存知の方も多いと思いますので.ここでは大

阪で為された仕事.若しくは為されっつある仕事だけを簡単に項目別に紹介し

ておきます｡

王o G_e-Si,Ge-Sn 系のサイクロトロン共鳴

これは既にJourna119(1964) 1502- 1504 に速報を出し.･同誌29_■■■-･■■■･l■■一■

(1965)5月号に詳報が出る予定ですので省略しますO将来赤外線とパルス磁

場を使ってこの実韓を再開拡張するL2)も面白いと思っていますO尚Ge-gi合

金では.すべてわ型であるため.Siの高濃度のものについても正孔のHall

易動度を求めつつありますol)
20中性アクセプターによる電子散乱2)

これは半導線物理学曲一つめ盲点で､この問題に関連して実に広々とした分

野が開けてくるのに房尭君自身驚いています｡半導体中の中性不純物の散乱は

中盤乾したⅤ族 ドナーを水素原子に似せて.e-H散乱の計算を基にした丑増力-

甲yの理論式と云うのが長年巾を利かし,中性不純物でさえあれば.対象の如

何を問わず.又母体の如何を問わず軽率に使われて尭たのですが.少し考えれ

ば分る様に.例えばⅡI族アクセプターによる電子散乱だと.符号関係を逆に

するとe+H散乱即ち水素原子による陽電子散乱と同等と云うことになりますO

この長め散乱散乱断面積は著るしく小さ(なり.サイクロトロン共鳴の実験は

高純度試料で始めて可能と云 う甘-｣般常設"が破れ.室温で殆んどmeもallic

な試料でも.p･T型であればHe温度で鋭い電子の共鳴線を示すと云う様な珍現

象が出て来ましたQGe/In系を中心に実験を進めていますが.Ge/Cu ,

Ge/2ぬ ,Si/B･e七C.の研究も併せ行っています8

30格子欠陥をGeのサイクロトロン共鳴

a)Thermally qllenChedGe3)

湿った鼓索雰囲気中でGeを高温から急冷すると､Vacancy-が纏めて純

粋な形で入ると云われています04)我々は色々の温度から急冷した Geを郎 ､.

電子の共鳴線の巾を執ることからその散乱断面接の大きさ､温度俵存姓等を確

かめ､Vacancy周辺の模様や.散乱ポテン ijヤJE,の形等の見当をつ打ていま

す｡Vacancy もアクセプターの一種ですが.散乱効果は工nとCuの中間くら
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いで､又Vacancyを含む試料は低温で電子の寿命を短かくする等の性質があ

ります｡

b)転移を含む GeS)

高純度 Geを塑性変形 〔ベンド)して転位を入れ.電子散乱の模様を見ますo

これに関する理論凌してはDexもO-Seitz の有名な小論文がありますが.●実験

との対決は未だ無かった様で,-これ準の実験はすべてn型Geに転位を導入 した

際の荷電転位を対象としたものに限られていましたo我々の実験結果は､｡上記理

論より約一桁小さい値と.全然異る温度依存性を与えますo尚所謂 600転位と

9秒O転位とにおける散乱効果a)相異も僅かながら観測され､更に転位線による

電子散乱の異方性も.高濃匠転位を含む試料を相手に.スーパー-テロダイン方

式で測定器の感度を上げる事によって捉える事に成功しましたO

40-軸性ス トレスとサイクロ トロン共感 )Hense1-Feker,Henseト鞄 seヂ - _

ga耶a-Nakayai滋_の論文にもス トレス効果を取扱っていますが.我々はBand

Parameterの決定もさることながら､20で述べた不純物散乱の問題と関連し

して実験を進めています｡ 即ちス トレスの印加で異る電子谷間に位置エネルギ

ーの高低を設軌 キャリヤー再配分の模様が不純物の介在でどの様に変化するか

と云う.所謂ImpuTity-assistedintervally sca73もeringの研究にス ト

L'スが大いに活躍していますO尚この他に歪ポチyUヤルの決定 (価電子帯のそ

れを含む) ,更には後述する低温異常現象の解明にもス トレスは～役員つでいま

す｡

5｡サイクロ下ロン共鳴の周波数 (磁場)依存性 7)

ある電子谷の共鳴線を同一磁場方向から観測していても.線巾から電子の緩和

時間を wcT= 2王も/AH(dfIは半値巾)なる関係から求める限り.用いるマイ?

ロ波の周波数により~､僅か乍ら Tが異って現われて来ると云う現象がありますO

これは磁場のかかった状麿でBoユtz托ann方程式を解くには･厳密には逝G,C≪

kTなる条件を必要とし､一方所謂量子癌限め理論では 怒 oc≫ kTの場合しか

取扱っておらず.而してマイクロ汝のサイクロトロン共鳴では bwc～kTなる

状態で仕事をしていることによって生ずるiyレンマであると我々は解釈していま

すが.高純度Geの試料で納得のゆくまで実験を重ねています ｡高純度試料です

から.捉えられるのは格子散乱ですが.参考データーとして不純物散乱の周波数
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脆 性も調べつつあります｡

60低温異常現象

2OでP塾の場合は不純物濃度が高くとも電子のサイクロ トロン共鳴が廟潮

されると書きましたが､不純物伝導域まで到達すると.ある温度で共鳴線が消

え.代 りに極めて大きな光伝導hijグナJZ,が見られます.こd)光伝導Uグナルは

更に不純物濃度を上げると益々顕著把なり､ス トレスに対しても敏感ですが､

我々は大凡この現象についてあモデルを確立したので.これから少し系統的に

実験を重ねたいと思っていますo尚こd)由題に関しては別項ShoTもN'Oもeで

述べていますO

以上は現在迄に完了したか.若しくは既に軌道に乗?ーている仕事だけを栢介

したのですが､川村を中心とするマグネットプラズマーの､研究は目下着々準備中

で､近い将来色々な成果が期待されます｡差当っての計画としてほ､

loBiのアJt,-ン汝の研究 :物性研に於で成された仕事の拡張

2oCIJ単結晶における- リコソ波の研究

30パfL'-ス磁場によるShubnikovJde王払as効果

4Oレーザーを用いた旭 gneもO-optical吸収 ,若しくはサイクロトロン共

喝

等が挙げられますo (大 塚 ∴ 記)
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